
平成20年６月定例会

【新規の陳情】
所管
委員会

平成２０年陳情第10号 総務企画 政治結社　祖國防衛隊島根県本部
（ 20． 3. 21） 本部長　山口　寛

平成２０年陳情第11号 文教経済
（ 20． 5. 16）

議長　田中　暁

平成２０年陳情第12号 建設水道
（ 20． 5. 9）

理事長　田中　清一 ほか2名

平成２０年陳情第13号 福祉保健
（ 20． 5. 28）

支部長　平尾　修

平成２０年陳情第14号 文教経済
（ 20． 5. 28）

代表者　東田　久

平成２０年陳情第15号 福祉保健
（ 20． 5. 29）

会長　藤田　安一

平成２０年陳情第16号 文教経済
（ 20． 5. 29）

執行委員長　酒本　滋行

事実の確認が困難なため

平成２０年陳情第17号 文教経済

（ 20． 5. 26） 合資会社　緑源

社長　諸　百合子

【継続審査中の陳情】
所管
委員会

平成１９年陳情第36号 福祉保健 鳥取県保険医協会
（ 19．11. 30） 理事長　松本　拾

文教経済 文教経済

平成２０年陳情第 1号 文教経済 　採択

（ 19．12. 4） 建設水道
代表理事会長　佐藤　英夫ほか１名 建設水道 建設水道

　不採択

平成２０年陳情第 9号 福祉保健
（ 20． 2. 26）

支部長　堀　真由美

平成２０年陳情第 3号 建設水道
（ 20． 2. 4）

支部長　西村　薫

鳥取市が発注される測量設計等業務
への最低制限価格の設定と地域に本
店のある会社の一層の活用について
の陳情

採択

趣旨が妥当であると認められる
ため社団法人　鳥取県測量設計業協会　東

部支部

趣旨が妥当であると認められる
ため森林労連　全国林野関連労働組合　鳥

取森林管理署分会

鳥取県内水面漁場の回復を求める意
見書提出を求める陳情

鳥取県内水面漁業協同組合連合会
趣旨が妥当であると認められた
ため

陳情項目１については、すでに
適切に実施されており、あらた
めて意見書を提出する必要がな
いため

陳情項目２については、基本的
に構造物の設置者の責任である
ため、本議会として、国・県へ
意見書を提出できないため

理由等

過剰な農薬取締法により、植物から
なる、農業用有機資材を締め出す不
法な行政指導の改善を求める意見書
提出を求める陳情

不採択

介護療養病床廃止・医療療養病床削
減計画中止の意見書提出等を求める
陳情

不採択

国や県の病床転換の推進計画の
内容が定まっておらず、判断が
出来ないため

地域医療と国立病院の充実に関する
意見書提出等を求める陳情

不採択

策定された独立行政法人整理合
理化計画の中で、国立病院機構
について非公務員化の検討が示
されているが、廃止・縮小の内
容は含まれていないため

全日本国立医療労働組合鳥取医療セン
ター支部

受理番号及び
件名 提出者 審査結果

受理年月日

国で制度の見直しが始められて
おり、今後の改正される制度の
内容についてしっかり見極める
必要があるため。

国で制度の見直しが始められて
おり、今後の改正される制度の
内容についてしっかり見極める
必要があるため。

本市と岩美町との協定に基づい
た業務であり、本件は岩美町が
判断し解決されるべき問題であ
る

継続して調査研究が必要なため

全日本年金者組合鳥取県東部支部 不採択

継続審査

後期高齢者医療制度の廃止に関する
意見書提出を求める陳情

ミニマムアクセス米の輸入停止を求
める意見書提出を求める陳情

農民運動鳥取県連合会

受理番号及び
件名 審査結果提出者

永住外国人への地方参政権付与を日
本政府に求める意見書を採択しない
よう求める陳情

不採択

不採択

受理年月日

不採択
最低賃金の引き上げと制度のさらな
る改正を求める意見書提出を求める
陳情

協同組合岩美町環境事業公社業務委託の要望についての陳情

理由等

鳥取県労働組合総連合

現在、鳥取市議会には永住外国
人への地方参政権付与を日本政
府に求める意見書提出を求める
陳情の提出はなく、将来におけ
る仮定に基づく陳情についての
審査は適当でないため

現実的に実施困難と考えられる
内容が含まれているため

鳥取県社会保障推進協議会
高齢者に負担増と差別医療を強いる
後期高齢者医療制度の中止・撤回を
求める意見書提出を求める陳情

不採択

公的森林整備の推進と国有林野事業
の健全化を求める陳情

採　択

             請願・陳情審査結果


